
 

 

 

 

新刊 ２０２０年３月刊行 

●序文より抜粋 

建築物の性能的火災安全設計を考える時の技術者にとっ

ての困難のひとつは，関連する工学技術に関する情報が

様々な分野の図書や文献に分散しているため，必要な情報

を集めて入手するための時間と労力が馬鹿にならないこと

である。本書は建築火災安全設計に関わりの深い工学的知

見と技術を出来るだけ集約してそのような時間・労力の軽

減に幾分かでも寄与することを目的にしたものである。こ

のため本書に含まれる数式も理解のための時間を節約でき

るように，出来るだけ結果だけでなく導出過程も記述する

ようにしている。 

建築火災安全工学入門は平成５年の初版，平成 14 年の改

訂版に続いて，今回は第３版となる。 
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